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（別 紙） 

人事行政の運営等の状況について 
 

平成２１年１０月２７日 

 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 
(1) 職員の任免に関する状況 

イ 採用試験及び職員の採用に関する状況(平成 21 年 4 月 1 日付採用) 

区 分 申込者数 
第 1 次受 

験者数(A) 

第 1 次合 

格者数 

最終合格 

者数(B) 

競争倍率 

(A)/(B) 
採用者数 

初級･行政 ３２人 ２４人 １１人 ２人 １２.０倍 ２人 

初級･消防 ４０人 ３８人 ２３人 ９人 ４.２倍 ９人 

初級･消防 
(救命士) 

１人 １人 ０人 ０人 － － 

 

ロ 職員の退職に関する状況(平成 20 年度中) 

区分 定年退職 勧奨退職 普通退職 死亡退職 その他 計 

行政職 ５人     ５人 

消防職 ５人 １人    ６人 

単純労務職 ７人     ７人 

計 １７人 １人    １８人 

 

(2) 職員数の状況(平成 21 年 4 月 1 日現在) 

区  分 行政職 消防職 単純労務職 計 

総務 １２人   １２人 

税務 ６人   ６人 

民生 ７人   ７人 

衛生 ３０人  ２４人 ５４人 

理事会の 

事務部局 

小計 ５５人  ２４人 ７９人 

消防の事務部局 ３人 ２０３人  ２０６人 

教育委員会の事務部局 １１人   １１人 

合計 ６９人 ２０３人 ２４人 ２９６人 

※ 職員数は，毎年度総務省に報告する「地方公共団体定員管理調査」の人数です。 

 

(3) 再任用職員の状況(平成 21 年 4 月 1 日現在) 

（該当なし） 

 

２ 職員の給与の状況 
(1) 人件費の状況(普通会計決算) 

区分 
歳出総額 

(A) 
実質収支 

人件費 

(B) 

人件費率 

(B)/(A) 

前年度の 

人件費率 

２０年度 
千円 

4,526,191 

千円 

83,090 

千円 

2,399,051 

％ 

53.0 

％ 

54.5 

※ 人件費は，特別職に支給する報酬等を含みます。 

 

(2) 職員給与費の状況(普通会計決算) 

給     与     費(一般職) 
区分 職員数 

給料 職員手当 期末･勤勉手当 計 

一人あたり 

給与費 

２０年度 ３０６人 
千円 

1,140,032 

千円 

260,688 

千円 

436,634 

千円 

1,837,354 

千円 

6,004 

注) １ 職員手当には，退職手当は含みません。 

2 職員数は，平成 20 年 4 月 1 日現在数のものです。 
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(3) 平均給料月額，平均給与月額および平均年齢の状況（平成 21 年 4 月 1 日現在） 

区 分 行政職 消防職 単純労務職 全 体 

平均給料月額 314,583 円 295,073 円 286,792 円 298,849 円 

平均給与月額 358,122 円 364,321 円 332,710 円 360,313 円 

平均年齢 42 歳 6 月 39 歳 8 月 51 歳 2 月 41 歳 3 月 

※ 平均給与月額は，平均給料月額に管理職手当，扶養手当，時間外勤務手当等の手当を含みます。 

 

(4) 初任給の状況（平成 20 年度） 

職 種 区 分 仙南広域 宮城県 国 

大学卒 172,200 円 178,800 円 172,200 円 
行政職 

高校卒 140,100 円 144,500 円 140,100 円 

大学卒 187,500 円 204,500 円 187,500 円 
消防職 

高校卒 158,100 円 168,400 円 158,100 円 

単純労務職 高校卒 137,200 円 141,900 円 137,200 円 

 

(5) 級別職員数の状況（平成 21 年 4 月 1 日現在） 

イ 一般行政職 

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

標準的な 

職務内容 
主事 
技師 

主事 
技師 

課長補佐 
所長・次長 
主幹・係長 

主査 

所長 
課長補佐 
次長・主幹 

会計管理者 
課長・参事 

所長 

会計管理者 
課長 

計 

職員数 13 人 10 人 27 人 9 人 5 人 5 人 69 人 

構成比 18.8％ 14.5％ 39.1％ 13.0％ 7.3％ 7.3％ 100.0％ 

 

ロ 消防職 

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

標準的な 

職務内容 
消防士 

消防士長 
消防副士長 

係長・主査 
消防司令補 

課長・署長 
課長補佐 
副署長・主幹 
消防司令 

課長 
署長 

消防長 
次長 

計 

職員数 48 人 52 人 69 人 25 人 7 人 2 人 203 人 

構成比 23.6％ 25.6％ 34.0％ 12.3％ 3.5％ 1.0％ 100.0％ 

 

ハ 単純労務職 

区分 １級 ２級 ３級 ４級 

標準的な 

職務内容 
技能員 
業務員 

技能員 
業務員 

主任技能員 
技能員 

主任技能員 
計 

職員数 0 人 4 人 15 人 5 人 24 人 

構成比 0.0％ 16.7％ 62.5％ 20.8％ 100.0％ 

注) １ 各職の級区分は，仙南地域広域行政事務組合の給与条例等に基づく給料表によるものです。 

２ 標準的な職務内容とは，それぞれの級に該当する代表的な職務です。 
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(6) 手当の状況 

イ 管理職手当(平成 21 年度) 

区分 
職務または 

職務の級 
手当額 支給人数 

6 級の職員 31，100 円 5 人 

5 級の職員 29，800 円 3 人 
理事会の 

事務部局 
4 級の職員 27，800 円 3 人 

消防長 37，400 円 1 人 

6 級の職員 31，100 円 1 人 

5 級の職員 29，800 円 7 人 

消防の 

事務部局 

4 級の職員 27，800 円 人 

6 級の職員 31，100 円 人 

5 級の職員 29，800 円 2 人 
教育委員会 

の事務部局 
4 級の職員 27，800 円 人 

 

ロ 特殊勤務手当(平成 21 年度) 

区    分 内          容 支給単価 

税務手当 滞納整理事務に従事した職員 
1 日につき 

300 円 

清掃業務手当 
衛生処理施設の処理水槽，焼却炉室等の清掃業務

に従事した職員 

1 回につき 

400 円 

火葬業務手当 火葬作業または霊柩輸送業務に従事した職員 

1 体につき 

火葬 400 円 

輸送 200 円 

危険災害活動手当 
消防機関の職員が災害発生箇所またはその恐れがあ

る箇所で業務に従事した職員 

1 回につき 

300 円 

※ 事務事業の総点検を実施し，平成 19 年 4 月 1 日より支給対象の見直しを図っています。 

 

ハ 時間外勤務手当，休日勤務手当及び夜間勤務手当(平成 20 年度中) 

区分 理事会の事務部局 消防の事務部局 教育委員会の事務部局 

支給職員数 78 人 195 人 8 人 

時間外勤務手当 15，280，535 円 81，711，902 円 2，320，763 円 

休日勤務手当 4，981，568 円 63，474，438 円 0 円 

夜間勤務手当 3，164，520 円 12，295，594 円 0 円 

計 23，426，623 円 157，481，934 円 2，320，763 円 

1 人あたりの平均 300，341 円 807，600 円 290，095 円 

 

ニ 退職手当(平成 20 年度) 

区分 自己都合 勧奨･定年 

勤続 20 年 23.5 ヶ月 30.55 ヶ月 

勤続 25 年 33.5 ヶ月 41.34 ヶ月 

勤続 35 年 47.5 ヶ月 59.28 ヶ月 

最高限度額 59.28 ヶ月 59.28 ヶ月 

平均支給額 （該当なし） 22,044 千円 

そのほかの加算措置   勧奨･定年 2～20% 

注) １ 仙南地域広域行政事務組合職員の退職手当は，宮城県市町村職員退職手当組合の 

退職手当条例により支給されます。 

２ 退職手当 1 人あたりの平均支給額は，平成 20 年度中に退職した全職種の職員に支給 

された平均額です。 
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ホ 期末･勤勉手当(平成 20 年度) 

支給時期 期末手当 勤勉手当 計 

6 月期 1.40 月分 0.75 月分 2.15 月分 

12 月期 1.60 月分 0.75 月分 2.35 月分 

計 3.00 月分 1.50 月分 4.50 月分 

制度上の段階，職務の級による加算措置  5～15% 

※ 勤勉手当の上記支給月数は，組合の給与条例における総支給額計算の基礎とする月数です。 

 

ヘ そのほかの手当 

区分 内               容 

扶養手当 
配偶者や子等で生計の途が無く主として職員の扶養を受けている場合に職員に

支給する手当 

地域手当 勤務地における民間の賃金水準や物価等を考慮し支給する手当 

住居手当 
借家･借間に居住し家賃を支払っている職員又は自宅に居住する世帯主である

職員に支給する手当 

通勤手当 

交通機関を利用し，または自動車等を使用して通勤する職員に支給する手当｡

自動車等については使用距離(片道)2km～40km 以上の 20 段階に区分し支給

する手当 

寒冷地手当 勤務地や世帯等の区分に応じて支給する手当 

 

ト 特別職の職員で常勤の者の状況(平成 21 年 4 月 1 日現在) 

区分 給料 支給手当 期末手当 

助役 551,040 円 
(通勤手当) 

10,200 円 

6 月期 1.60 月 

12 月期 1.75 月 

※ 助役の給料については平成 21 年 4 月から当分の間 16％減額の措置をとっています。 

 

３ 職員の勤務時間及び勤務条件の状況 
(1) 勤務時間の状況(平成 21 年度) 

イ 一般行政職等の主な勤務時間 

勤務時間 開始時刻 休憩時間 終了時刻 

7 時間 

45 分 
午前 8 時 30 分 

午後 0 時から 

午後 1 時まで 
午後 5 時 15 分 

 

ロ 消防職のうち隔日勤務者の主な勤務時間(一当務あたり) 

勤務時間 執務 休憩 執務 休憩 執務 仮眠時間帯 執務 

15 時間 

30 分 

午前 8 時 

30 分から 

午後 0 時 

15 分まで 

(15 分休息

時間を置く) 

午後 0 時 

15 分から 

午後 1 時 

まで 

午後 1 時 

から 

午後 5 時 

15 分まで 

(15 分休息

時間を置く) 

午後 5 時 

15 分から 

午後 6 時 

まで 

午後 6 時 

から 

午後 8 時 

まで 

午後 8 時から 

午前 5 時まで 

(2 時間の正規 

の勤務時間を 

割り振る) 

午前 5 時 

から 

午前 8 時 

30 分まで 

 

(2) 年次有給休暇の取得状況(平成 20 年中) 

区分 対象職員数 総付与日数 総取得数 1 人あたり平均取得日数 

理事会の事務部局 91 人 3,548 日 1,179 日 12.9 日 

消防の事務部局 202 人 7，830 日 959 日 4.7 日 

教育委員会の事務部局 11 人 414 日 69 日 6.2 日 

計 304 人 11，792日 2，207 日 7.2 日 

※ 年間 20 日付与，20 日を限度に繰り越し可能です。 

 

(3) 育児休業の取得状況(平成 20 年度) 

男性 女性 合計 

0 人 1 人 1 人 
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(4) そのほかの休暇制度(平成 21 年 4 月 1 日現在) 

区分 概要 備考 

病気休暇 公務上の傷病，結核性疾患，公務外の傷病 有給 

特別休暇 
公民権行使，社会貢献活動，結婚，妊産婦母体保護，産前

産後，忌引，夏季休暇，職務遂行に必要な資格受験等 

有給 

介護休暇 
配偶者，父母，子等が傷病により生活を営むのに支障がある

者への介護 

無給 

組合休暇 職員団体の業務，活動に従事 無給 

※主な特別休暇の種類と日数 

種類 日数 

選挙権その他公民としての権利を行使する場合 必要と認められる期間 

裁判員，証人，鑑定人，参考人等として国会，裁判所，地方公共団体の議会その他官公
署へ出頭する場合 

必要と認められる期間 

親族以外の者への骨髄液提供に伴い，検査入院等のため勤務しないことがやむを得な
い場合 

必要と認められる期間 

ボランティア活動に従事する場合 1 年のうち 5 日以内 

結婚する場合 連続する 7 日以内 

妊娠に起因する障害のため勤務することが困難な場合 10 日以内 

妊娠中の女性職員が通勤に利用する交通機関の混雑の程度が胎児の健康保持に影響
がある場合 

1 日 1 時間または 
1 日 2 回各 30 分 

妊娠中の女性職員が胎児の健康保持に影響があるとして休息や補食する場合 必要と認められる期間 

妊娠 12 週間未満で流産した場合 
10 日以内で必要と認め
られる期間 

女性職員が 8 週間以内に出産を予定している場合 出産日までの申出期間 

職員が出産した場合 翌日から 8 週間 

生後 1 年未満の子を育てる場合 
1 日 1 時間または 

1 日 2 回各 30 分 

生理日において勤務することが著しく困難な場合 2 日以内 

妻の出産に伴い，勤務しないことが相当と認められる場合 2 日以内 

妻の産前産後において，出産に係る子又は小学校就学前の子を持つ職員が養育に要す

る場合 
5 日以内 

乳幼児の健康診査又は結核予防接種による介助に要する場合 必要と認められる期間 

小学校就学前の子を持つ職員がその子の看護に要する場合 1 年のうち 5 日以内 

親族が死亡した場合 
死亡者の区分に応じ 
1 日から 10 日以内 

親族追悼の特別の行事を行う場合 1 日以内 

夏季休暇 7 月から 9 月に 4 日以内 

自然災害や交通事故等により勤務しないことがやむを得ないと認められる場合 必要と認められる期間 

結核性疾患による勤務時間の軽減 必要と認められる期間 

通信教育の高校又は大学の学生となり，定められた面接授業に出席する場合 必要と認められる期間 

国，県，市町村等が実施する資格試験，昇任試験，表彰式及び運動競技会に出席する
場合 

必要と認められる期間 

関連のある海外視察及び海外派遣に参加する場合 必要と認められる期間 

 

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況 
(1) 分限処分の状況(平成 20 年度) 

区分 降任 免職 休職 降給 計 

勤務実績が良くない場合      

心身の故障の場合   １人  １人 

職に必要な適格性を欠く場合      

職制，定数の改廃，予算の減少に

より廃職，過員を生じた場合 
     

刑事事件に関し起訴された場合      

条例で定める事由による場合      
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(2) 懲戒処分の状況(平成 20 年度) 

区分 戒告 減給 停職 免職 計 

法令に違反した場合      

職務上の義務に違反し，職務を怠

った場合 
     

全体の奉仕者たるにふさわしくな

い非行のあった場合 
１人    １人 

 

５ 職員の服務の状況 
(1) 服務に関する主な規律確保の喚起状況(平成 20 年度) 

内      容 年月 

時間外勤務の縮減及び年次有給休暇の計画的

使用の促進 
平成 20 年 4 月 

夏季における職員の服装 平成 20 年 6 月 

夏季休暇の計画的使用の促進 平成 20 年 6 月 

会計処理の適正化 平成 20 年 12 月 

年末年始における厳正な服務規律の確保 平成 20 年 12 月 

 

(2) 営利企業等従事許可の状況(平成 20 年度) 

区       分 許可件数 

報酬を得て事業又は事務に従事する場合 1 件 

※ 上記の許可は，公共団体等から依頼されたものについて，地方公務員法の規定に基づき 

許可したものです。 

 

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 
(1) 職員の研修の状況(平成 20 年度) 

イ 事務局等 

区分 実施機関 研修数 受講者数 

階層別研修 宮城県市町村職員研修所 5 10 人 

専門研修 〃 2 3 人 

その他の研修 - 4 4 人 

 

ロ 消防本部 

区分 実施機関 研修数 受講者数 

初任総合教育 宮城県消防学校 2 10 人 

専科教育 〃 5 10 人 

幹部教育 〃 1 2 人 

特別教育 〃 2 4 人 

その他の研修 - 54 207 人 

 

(2) 勤務成績の評定の状況(平成 20 年度) 

区分 回数 評定時期 

昇給判定 年 1 回 12 月 

勤勉手当査定 年 2 回 5 月･11 月 
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７ 職員の福祉及び利益の保護の状況 
(1) 健康診断の状況(平成 20 年度) 

区分 受検者数 

定期健康診断 176 人 

人間ドック助成 128 人 

脳検診助成 36 人 

HBs 抗原抗体検査 122 人 

HCV 検査 2 人 

 

(2)利益の保護の状況(平成 20 年度) 

イ 勤務条件に関する措置の要求の状況  0 件 

ロ 不利益処分に関する不服申し立ての状況  0 件 

※上記については公平委員会の事務を委託している宮城県人事委員会からの報告事項です｡ 


